                SURGICAL REPORT

Patient's name: 







Diagnosis for surgery: 
右橈尺骨骨幹部開放骨折、骨移植術

Surgical procedure: ORIF（橈骨：small DCP/7 holes、尺骨：small DCP/8 holes）
Date: 

Surgeon:

Supervisor:

Assistants: 

Anesthesiologist: Dr.



Method of anesthesia: 

Duration of surgery: 

Blood loss:


Blood transfusion:


Fluid transfusion: ml

Amount of urination: ml


Surgical finding and process:

患者を全身麻酔下に仰臥位としてアルコールガーゼで清拭後、右上肢をイソジンで消毒した。エスマルヒで駆血してエアーターニケットの圧を250mmHgに維持して手術を開始した。橈骨茎状突起と上腕二頭筋外側縁を結ぶ線上で骨折部を中心に約10cmの直線状皮切を加えた。皮下をモスキート鉗子で剥離して前腕筋膜を剖出した。腕橈骨筋上を走行する外側前腕皮神経を神経テープで保護した。腕橈骨筋と橈側手根屈筋間をモスキート鉗子で剥離して橈骨動静脈と橈骨神経浅枝を剖出した。神経テープで橈骨静動脈と橈骨神経浅枝をそれぞれ保護した。腕橈骨筋と橈骨神経浅枝を橈側へ、橈側手根屈筋と橈骨静動脈を尺側へ避けて橈骨骨折部を剖出した。骨折部は粉砕しており第3骨片が2個存在した。周囲の組織から遊離した状態であったためこれらを摘出した。主骨片も中枢・末梢側とも縦骨折が存在した。エレバトリウムを用いて骨折部の骨膜を最小限剥離した。骨片間の介在物を除去して生食で洗浄した。クワガタ鉗子で骨折を整復した。プレートを橈骨掌側へ設置して骨折部に最も近い近位の穴に3.5mm cortical screw 20mmを挿入した。骨折部の整復の微調整とプレートの軸が尺骨の骨軸に平行であることを確認した。遠位骨片の骨折部に最も近い穴のコンプレッションサイドに3.5mm cortical screw/18mmを挿入した。再度、骨折部の整復の微調整とプレートの軸が尺骨の骨軸に平行であることを確認した。順次残りの穴に近位から20mm、20mmの3.5mm cortical screwを挿入した。遠位の穴に18mm、18mm、18mmの3.5mm cortical screwを挿入した。

尺骨茎状突起と肘頭を結ぶ線上で骨折部を中心に約10cmの直線状皮切を加えた。皮下をモスキート鉗子で剥離して前腕筋膜を剖出した。尖刃を用いてFCUとECUの間の筋膜を縦切開して尺骨骨折部を展開した。骨片間の介在物を摘出した。エレバトリウムを用いて骨折部の骨膜を最小限剥離した。尺骨骨幹部背側にプレートを当てる部位を確保した。単鋭鈎とエレバトリウムを用いて第3骨片を末梢骨片に整復した。3.5mm cortical screw/24mmをlag screwとして挿入した。骨片間に圧迫力が加わったことを確認した。次に単鋭鈎2本を用いて骨折部を整復できることを確認した。3.5mm small DCPを尺骨の形状に合わせてプリベンデイングした。まず近位骨片の骨折部に最も近い穴に3.5mm cortical screw/18mmを挿入した。骨折部の整復の微調整とプレートの軸が尺骨の骨軸に平行であることを確認した。遠位骨片の骨折部に最も近い穴のコンプレッションサイドに3.5mm cortical screw/16mmを挿入した。再度、骨折部の整復の微調整とプレートの軸が尺骨の骨軸に平行であることを確認した。順次残りの穴に近位から20mm、18mmの3.5mm cortical screwを挿入した。遠位の穴に16mm、16mm、16mmの3.5mm cortical screwを挿入した。回内外および肘屈曲伸展にても安定していることを確認した。

骨折部の安定性は確保できたが、橈骨骨折部の粉砕が高度であったため骨癒合の遅延が予想された。このため尺骨肘頭から海綿骨を採取して骨移植を行うこととした。肘頭上に約2cmの皮切を加えた。皮下を切離して丸ノミで開窓した後、海綿骨を採取した。採取した海綿骨を橈骨骨折および尺骨骨折部に骨移植した。術野を生食2000mlで洗浄した。両側ともドレーンを留置した。前腕筋膜を2-0 バイクリルで、皮下を3-0 バイクリルで、皮膚をステープラーで閉創して手術を終了した。術後は上腕から手部までのシーネ固定とした。

術後単純X線像で骨折部の整復位が良好であることおよびプレートの設置位置およびスクリューの刺入部位が適切であることを確認して手術室を退室した。

